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ビジネスにストレスを
与えないID管理を実現

クラウドサービス増加に伴い複雑化される I Dを一元管理

Extic
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リ モ ー ト ワ ー ク の 普 及 な ど に よ り 、 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス の 利 用 が 急 増

し ま し た 。 そ こ で 注 目 さ れ る の が I D 管 理 の 重 要 性 で す 。

企 業 は 一 つ の ク ラ ウ ド サ ー ビ ス を 使 っ て い る わ け で は あ り ま せ ん 。

通 常 は 複 数 の サ ー ビ ス を 使 い 分 け て い ま す 。 加 え て 、 テ レ ワ ー ク の

普 及 で ク ラ ウ ド サ ー ビ ス の ユ ー ザ ー 数 も 増 え て い ま す 。 そ の 結 果 、

I D 管 理 は 複 雑 化 し 、 セ キ ュ リ テ ィ 面 も 考 慮 し な け れ ば な ら な く な っ

て い ま す 。 従 来 の 「 I D 管 理 」 で は 不 十 分 に な っ て い る の で す 。

今 回 、 ユ ー ザ ー の 利 便 性 が 向 上 に 加 え て 、 管 理 者 の 負 担 軽 減 や コ ス

ト カ ッ ト に つ な が り 、 抱 え て い た 課 題 を 解 決 さ せ た 、 新 し い I D 管 理

シ ス テ ム 「 E x i t i c の 導 入 事 例 」 を 紹 介 い た し ま す 。

E x t i c は 、 S S O （ シ ン グ ル サ イ ン オ ン ） と I D 管 理 を 兼 ね 備 え た 、 日

本 製 の ク ラ ウ ド 認 証 基 盤 で す 。 こ れ を 組 織 内 で ど う 生 か し 、 組 織 の

人 的 リ ソ ー ス を 最 適 化 す る か 、 ぜ ひ 参 考 に し て み て く だ さ い 。

はじめに

クラウドサービスの利用増加に伴い見直される「 I D管理」
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はじめに

ク ラ ウ ド サ ー ビ ス の 利 用 増 加 に 伴 い 見 直 さ れ る 「 I D 管 理 」

1 . 導入の背景

課 題 ： ク ラ ウ ド サ ー ビ ス と ユ ー ザ ー の 増 加 で 、 I D 管 理 が 追 い 付 か

な い

課 題 1 ： ク ラ ウ ド サ ー ビ ス と I D 管 理 が 別 シ ス テ ム で 同 期 を と る 必

要 が あ っ た

課 題 2 ： I D 同 期 に プ ロ グ ラ ム 知 識 が 必 要

2 . E x t i c  が選ばれた理由

企 業 の 負 担 を 最 小 化 す る 、 最 新 の I D 管 理 シ ス テ ム

メ リ ッ ト 1 ： 認 証 機 能 な ど 求 め る 機 能 が す べ て 備 わ っ て い る

メ リ ッ ト 2 ： 既 存 シ ス テ ム 、 新 規 導 入 サ ー ビ ス と の 連 携 が 可 能

メ リ ッ ト 3 ： 属 人 性 を 排 除 し 、 情 シ ス の 負 担 を 低 減

3 . 導入の効果

効 果 1 ： パ ス ワ ー ド の 変 更 が ど こ で も 可 能 に

効 果 2 ： I D の 登 録 ・ 管 理 作 業 が 軽 減

効 果 ビ フ ォ ー ア フ タ ー

おわりに

I D 管 理 シ ス テ ム 一 元 管 理 化 が も た ら す 効 果 ビ ス メ ニ ュ ー

企業情報
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